
( 軒

山

川

:

一

際

答

、

沼

海

護

審

議

官

官

認

欝

♀

努

庶

務

課

に

襲

、

明

1

5

w

阿

川川

M

J

一
町
部
、
戦
友
会
、
日
本
青
年
傍
ら
仲
間
一
一
十
一
一
一
唱
と
平
探
演
劇
訴
究
A
闘
を
一

日

:

1

r

期

間
加
ノ
ヨ
巡
骨
収
質
問
の
山
田
拡
が
合
っ
く
只
慰
金
警
が
選
出
監
資
鐸
合
同

州

事

宍

」

内

聞
こ
…
向
で
行
っ
た
ブ
ィ
ロ
ピ
ン
巡
に
も
瓦
つ
と
い
司
内
投
ち
ζ

ゑ
刀
だ
っ
た
敗
一

問

調

夫

e

骨
収
量
〈
百
二
十
一
一
一
名
V

戦
後
の
精
神
箆
m
零
時
代
、
み
ん
な
文
三

削
減
十
は
、
昭
和
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五
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術
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面
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附
川
島
さ
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察
官
た
だ
ひ
と
り
選
ば
れ
て
ふ
員
選
空
い
て
習
な
メ
ン
バ
ー
の

延
長
く
あ
わ
た
だ
?
を
告
書
危
機
が
到
来
し
た
か
、
ま
た
あ
四
重
量
び
と
な
っ
た
も
の
が
「
窓
入
制
語
、
で
長
時
雪
量
中
前
警
の
一
員
だ
っ
た
望
仲
間
の
警
護
ほ
れ

額
十
八
年
も
お
わ
り
新
し
い
告
は
よ
う
駐
車
組
長
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し
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記
号
結
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事
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。
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反
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、
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滋
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収
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菌
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築
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収
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収
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榔
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以
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滋
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岡
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憾
の
米
戦
車
訟
と
戦
い
、
百
一
一
い
と
い
う
。

翠
夜
、
と
の
禁
危
機
に
軍
部
し
て
震
は
、
学
校
言
葉
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仕
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友
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す
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仲
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。
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懸
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+
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和
制
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)
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綬
臨
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な
か
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た
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自
四
十
歳
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樹
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縫
え
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所

わ
れ
わ
れ
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王
物
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の
建
設
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懇
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明
る
く
、
愛
か
な
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
総
合
開
発
計
磁
が
策
定
さ
れ
た

の
は
、
昭
和
沼
十
五
年
。
そ
の
後
、
一
昨
年
の
白
木
列
島
奴
湾
総
な
ど
、
新
し
い
都
市
づ
く
り

の
梼
怒
が
模
索
遣
れ
て
い
る
な
か
に
あ
司
て
、
平
塚
市
に
新
た
な
い
ぶ
き
を
炊
き
込
む
た
め
の

突
抽
出
計
溜
の
策
定
が
乙
の
ほ
ど
行
わ
れ
発
表
さ
れ
た
。

i事



γ一
ぺ
に
つ
い
ζ

て
、
日
仁
川
的
附
町
、
民
併
飢
、
し
L
f
と
と
亡
、
ζ
の
行
為
は
日
間
泌

市
役
所
川
仰
の
文
化
セ
ン
一
3
1注
内
料
郎
、
野
界
又
一
一
ノ
1
ジ
守
的
文
化
訴
の
下
で
の
企
業
が
社
会
的
に
八
任
を

況
は
私
の
《
泊
の
一
つ
で
あ
る
。
被
誌
は
、
と
〈
一
に
若
い
世
代
の
市
民
政
訴
レ
~
も
の
よ
し
で
、
マ
ス
コ
ミ

奈
良
よ
り
一
一
一
か
代
桃
山
町
事
業

E
に
は
抗
力
と
な
っ
、
乙
れ
か
ら
の
都
れ
業
界
の
警
に
対
し
て
声

P
レい

て
~
一
事
に
か
か
る
乙
と
に
な
っ
た
が
市
づ
く
b
に
不
可
欠
の
腕
見
と
の
見
批
判
者
加
え
て
い
る
。

物
倒
高
院
で
入
札
が
不
掘
に
終
つ
解
号
明
ら
か
に
し
た
。
政
府
は
あ
ら
ゆ
る
物
資
の
間
格
安

rz
柑

ん

協

議

の

杭

県

、

完

邸

時

期

山

AFιuh結
抽
出
長
の
た
め
、
強
力
な
わ

か
主
人
一
定
九
日
由
主
主
ん
年
肢
に
一
綬
hu

間
山

η納
危
機
〉
一
一
的
決
小
足
、
i

政
介
入
品
官
岱
的
と
じ
た
お
糊
需
給

一
丸
べ
る
こ
と
に
方
針
宇
一
世
決
し
て
議
杓
制
高
般
に
よ
み
判
白
山
市
?
に
つ
い
法
正
化
法
案
}
と
「
混
同
住
戸
川
安
定

会
の
-
j
M
F
f
決

定

に

い

と

っ

た

て

緊

急

務

時

野

象

」

党

国

会

に

記

出

し

幻
十
汀
船
山
は
、
の
い
伝
統
か
一
九
J
ヘ
リ
モ
ノ
不
足
と
物
問
問
に
よ
っ
て
離
た
か
、
去
h
w
}

十
二
月
二
十
一
日
に
こ

鱗
轍
緩
繍
線
機
線
機
綴
轍
機
綴
綴
線
機
機
線
機
線
機
縁
務
綴
鱗
綴
鰍
の
一
廷
は
成
立

L
た
。
政
府
は
校
一
一

昭

和

間

十

八

話

器

裏

金

万

円

減

少

は

し

て

い

夕

、

一

一

書

た

。

藤

欝

藤

議

綴

欝

議

欝

欝

機

緩

翠

織

機

関

十

二

日

、

間

民

警

の

4
緊
急
事
蹟
」

裂
が
、
十
一
万
一
一
一
臼
に
問
問
委
れ
治
と
い
わ
れ
る
地
次
則
前
に
と
っ
て
と
ミ
に
わ
柏
危
機

3
y
Zの
欝
鎗
欝
機
畿
鱗
数
機
ダ
鞠
毅
議
議
機
機
縁
轡
議
、
自
主
u-
亡
、
往
来
必
駒
山
物
賛
同
緑
川
開

一

一

十

一

告

に

撃

終

了

し

た

費

負

担

は

大

さ

き

で

あ

る

。

節

約

喜

な

と

き

、

主

主

役

所

襲

撃

欝

議

襲

撃

議

乏

f一
一
審
抑
制
に
全
力
そ
傾
け
る
を

述
日
、
多
数
の
時
一
明
荘
が
熱
心
に

ζ
の
よ
っ
な
部
過
負
担
が
な
け
れ
か
ら
そ
の
抑
制
主
小
し
た
い
。
そ
と
で
轍
鰯
鱗
謬
織
機
線
機
畿
機
織
機
機
織
鱗
綴
議
綴
線
機
総
務
鴻
一
吋
全
戸
別
じ
ゃ
ョ

窓
会
内
左
派
代
表
議
員
か
ら
ば
、
昭
和
活
十
七

ι皮
で

い

き

五

長

選

仁

公

開

阜

の

銭

高

潟

欝

欝

盤

機

議

欝

饗

緩

議

議

議

離

し

い

腕

ζ
の
葉
室
長
し
文
業
界

提
出
豪
語
す
る
祭
器
と
、
億
円
余
、
市
言
語
芸
品
し
一
九
ハ
ス
J

喜

し

、

市

融

持

母

羅

欝

鱗

翠

護

政

堅

議

援

護

懸

議

純

一

一

糊

が

相

も

設

ら

ず

義

的

責

任

富

党

三
に
一
般
高
品
、
四
日
間
に
け
喜
わ
け
で
あ
る
。

ζ
の
に
と
イ
カ

1
5〈
呼

び

か

け

た

い

。

議

欝

嫌

悪

欝

麓

鰭

麓

欝

欝

略

川

町

し

な

け

れ

ば

、

や

が

足

器

禁

わ
た
っ
て
活
発
に
立
れ
た
。
と
く
宮
市
町
村
長
ら
れ
た
問
題
で
な
ま
ペ
需
削
減
と
い
う
俗
き
麟
欝
麟
象
区
轟
欝
欝
欝
ぷ
で

J
十

般

の

強

化

号

、

自

ら

の

言

語

に
市
長
長
さ
ん
さ
れ
た
い
く
く
警
富
師
会
部
内
ま
な
関
誌
に
対
応
七
ゴ
カ

1
2
鱒

譲

襲

安

設

，

d
警

警

ノ

一

、

緊

ハ

右

翼

と

?

さ

で

あ

ミ

つ
か
の
間
祭
請
と
し
た
い
。
砲
で
雪
か
ら
、
私
と
じ
で
は
強
力
心
市
街
地
へ
の
乗
J

え

れ

は

討

し

欝

鶴

機

騒

す

議

へ

ぷ

象

鱗

議

欝

欝

割

「

護

主

総

」

喜

代

表

く

た
+
ぱ
市
長
長
崎
市
の
組
織
内
定
地
じ
て
市
街
地
周
辺
に
針
惑
を
酢
臨
時
ど
一
し
轍
畿
鱗
畿
務
機
桝
叡
総
総
議
機
鱗
鱗
鱗
鱗
勝
機
織
機
織
機
鱗
綴
円
一
つ
一
つ
き
、
モ
ノ
の
使
い
拾
て
、

U
た

第
一
開
通
負
担
に
つ
い
て
収
戸
惑
く
ζ
れ
の
解
警
ほ
か
主
J
い
さ
か
ら
監
バ
ス
の
到
問
中

LE
盤

譲

欝

饗

麟

鶴

欝

離

麟

鮮

総

務

鱗

犠

打

使

い

が

誠

氏

に

Y
一
」
有
し
た
雪
-
ス
あ

総
括
塁
ハ
語
、
フ
志
向
名
の
競
い
と
の
一
見
解
を
の
ベ
九
る
べ
き
で
は
な
J

さ

っ

か

。

額

燦

議

議

議

鱒

饗

欝

難

欝

欝

欝

議

機

織

初

る

。

義

的

乏

し

い

わ

が

国

の

盟

尽
か
ら
、

ζ
の

問

題

に

つ

い

て

露

私

は

露

の

あ

っ

4
J章

一

一

日

か

静

内

騒

騒

騒

騒

騒

騒

騒

襲

撃

機

械

邸

主

い

き

乙

れ

た

立

取

め

て

完
た
。
地
方
自
治
拡
の
行
う
翼
鍔
ニ
バ
イ
コ
ロ
ジ
i
運
動
と
ね
ら
、
早
速
パ
ス
と
徒
会
議
室
鱗
鱗
鱗
纏
鱗
鱗
欝
議
鶏
警
洗
練
持
バ
一
閣
患
の
}
人
一
入
量
日
に
立
ち
か

の
う
宍
閣
が
負
担
す
ぺ
島
日
経
費
で
動
車
駐
車
罪
符
に
つ
い
て
た

Z
0
5「
2
費

約

議

青

山

ふ

グ

へ

い

ん

ふ

ん

ご

を

号

、

資

源

の

む

戸

俊

足

止

め

て

そ
の
霊
が
低
い
た
め
に
警
の
釘
自
転
車
に
そ
玄
安
全
仁
義
、
で
パ
ス
に
季
、
「
撃
事
」
で
欝
鱗
欝
…
山
山
川
市
ι

い

μJA一一一ー斗
V
J
J
q
器
市
長
官
、
す
べ
て
の
モ
ノ
を

担
と
さ
れ
て
い
る
も
塁
審
負
担
君
、
君
主
出
来
る
よ
ー
と
下
車
し
て
一
書
ま
ヤ
ポ
五
日
一
襲
譲
(
三

~
ψ
y
p
J
大
詰
す
べ
き
で
雪
。

と
称
し
て
い
る
。
た
だ
い
ま
審
議
中
道
路
恋
害
時
堵
そ
甘
止
摘
す
あ
モ
デ
ル
十
五
分
前
焼
で
あ
る
。
ガ
ジ
リ
ン
白
土
で
も
、
ま
什
訴
し
い
す
〈
化
キ
丙
て
も
強
〈
影
響
者
受
け
た
も
の
は
、
一
×
×

の
昭
和
四
十
幻
年
庵
決
算
出
り
溜
返
月
間
都
市
と
し
て
、
円
相
械
的
に
安
全
施
か
約
と
運
動
に
も
な
白
、
一
刊
誌
料
る
土
で
で
も
、
地
方
の
主
l
ミ
ナ
ん
と
般
大
殺
で
あ
D
、
零
総
持
薬
で
あ
私
は
や
レ
く
市
町
ふ
や
レ
そ
し
て
、

担
は
、
持
額
五
憶
四
千
七
百
九
十
一
気
か
す
す
め
、
自
転
車
の
先
企
利
川
と
は
ζ
の
ζ
じ

rで

あ

る

。

し

て

の

間

郡

伊

果

告

な

け

れ

ば

な

ら

る

。

除

夜

の

鐙

を

テ

レ

M
C支
視
叫
唱
し
な
が

万
円
で
あ
る
。
こ
れ
を
昭
和
間
十
六
で
マ
イ
カ
ー
舟
民
的
出
す
く
ら
い
の
な
い
と
い
う
の
が
、
私
の
持
諭
で
あ
石
油
危
蝋
慨
に
蹴
玄
泊
し
て
、
ト
イ
ら
、

ζ
の
康
和
夜
ま
と
め
上
げ
た
。

年
度
と
比
較
す
る
と
六
千
五
百
十
九
発
怨
の
転
換
が
、
必
要
と
な
円
て
さ
惇
約
詐
建
設
ヱ
可J
の
静
U

る
。
レ
ソ
ト
ペ
ー
パ
ー
@
砂
糖
也
洗
剤
な
伺
民
炉
浜
の
泊
溺
に
同
部
し
て
、

文
化
的
な
蹄
設
が

vτじ
に
あ
れ
ば
ど
の
生
活
必
需
品
が
、
急
に
姿
浄
泊
私
は
市
民
の
ん
ど
?
川
町
街
に
一
段
と
心

そ
れ
F
一
犯
点
と
し
て
一
、
市
民
の
多
彩
す
と
は
草
に
官
む
と
と

55hp配
っ
た
震
に
と
し
一
〈
行
決
意
を

た
す
〈
化
お
酌
心
犯
行
わ
れ
、
多
く
の
市

ζ
の
ζ
と
は
、
業
界
が
四
月
い
占
的
、
新
た
に
し

τ、献
し
い
新
吾
炉
市
川
一
メ

民
の
文
化
グ
ル
ー
プ
が
詑
ま
れ
る
に
施
。
倍
3νq
開
乗
払
主
げ
と
い
っ
た
り
で
あ
ゐ
。

治
い
な
い
の
と
。
た
一
遂
の
反
社
会
的
な
七
九
そ
し
℃
(
昭
和
四
九
@
}
@
…
ν

閉
山
書
館
、
博
ト
つ
館
ぞ
は
じ
め
?
ヂ

u
mい
す
一
だ
に
昂
る
れ
費
者
中
一
怯
牧
ぷ

=コ

~ι←一

(9) 

そ

ノ

う

:4"1三2月t;lE;祝祭日と{本庁日はごみ収:':fJI'ユてを

刊、ませていただきます。

した7引って、次のl(l(銀日までお山しにならない

ようお願いします。もえないとみ収集も同様に

E翌月収篤となbますので、む協力をお厭いしま
ーい
9。

GT主主手の祝祭渓@体ITB草次のとお曾

• 2 JJll口 (fl) • 9，Fl16EI (月コ、 23口仁.m
・3乃21日〈木) .10汚108C木〉
・4J11担ぐ)g)、29[](月〉・ 11月 48(Jヲコ、 238 土〉
・5)"j3目 f金〉 ・12月初日 (H)、3Y日〈火〉

1事



毒す

付路庁合会議室新築事業 2456 
漁港上E器用地'f，tli3Z事業 1604 
')C通安全対策事業 2394 
木質自動監視装置設置事業 1379 
仮称西田村保育関m地鼠収事業 1320 
市民セン占」整備事業 お01
不燃物理一地箆備事業 2597 
大神情掃作業場期設問地異収事業 5203 
むんil'い収集等車問捲備事業 1546 
i車鞍点主却続制胤l"鐙設事業 G邸主苦) 8389 
決業対揮事業 4523 
授業主査興事業 4883 
勤皇室振興事業補助金 1141 
d二女鈎t良事業 日158
道路新設改良事 34586
掘りょう新設改良事業 3726 
f可11紡水路繋備事足 13998 
街路事業 55379 
著富市下;水路整備事業 15378 
4奇銅盤備事栄 22681 
住宅建設事業 27628 
A噌校盤備事 51575
中学校撃事備事京 32876 
幼稚鴎盤橋事業 4069 
公民館盤{議事業 4058 
y:イヒセY丘一的地民l民事業 3802 
樟育施設等整備事業 9161 

6206 

。長註i立の選挙において、あるいは「思Lへ
於迎え、新有権者または社会人として

地方向ielや国政への要参加について、自分自身
で経験し、もし〈は考えた位、感じた白した

とと。

く>湾問滋

午後2持から

く〉務沼生命家主翠支社

。言語翻N対K島幸夜祭

井村総務氏

生錨平損市・磁ヱ会議所



郵
借
受
箱
も
な
い
罫
が
、
こ
ん
な
に
早
〈
お
別
冊
目
叩
凡
守
る
な
お
一
一
一
一
等
以
上

あ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
い
つ
の
簡
品
が
受
け
取
ら
れ
る
時
は
、
受

て
い
る
。
か
な
F

字
郵
捷
妥
箱
を
つ
調
印
が
必
要
な
白
で
お
日
れ
な
く
。

け

よ

っ

。

マ

新

U
い
与
の
あ
な
た
の
額
づ
く
り

〈
注
)
品
開
便
受
箱
七
点
円
で
あ
っ
せ
は
問
機
押
金

ん
し
て
い
る
。
希
望
の
方
は
平
捜
部
み
な
さ
ん
か
ら
ゐ
預

P
し
た
お
金

マ

年

背

状

守

住

所

‘

ー

昂

b
p

‘、込
:

l

t

b

日
財
政
投
融
資
金

問

の

轄

一

躍

を

は

伊

ゲ

L
3主
義
丸
一
期
問

K
Z

と
し
て
前
方
公
具

転
居
さ
れ
た

r
l
g
d
:
:
:
:
l
i
d
-司
弱

体

に

融

資

主

人

、

新

し

い

住

居

郵

便

番

号

も

忘

れ

ず

に

て

学

校

、

間

続

表

示

な

ど

最

新

の

の

建

設

、

道

務

等

弘
所
が
『
今
年
も
ら
っ
た
年
賀
状
』
便
話
集
配
課
(
電
担
二
一
む
一
一
一
)
へ
の
た
め
に
使
が
れ
て
い
る
。
あ
な
た

に
欝
い
て
あ
る
。
乙
の
際
、
年
賀
状
マ
お
年
玄
関
白
聞
の
引
簡
え
も
信
金
を

y

で
語
鋭
の
整
理
令
す
る
と
と
も
に
霊
は
が
喜
お
年
王
室
の
引
マ
璽
露
露
λ
霊
翼
踊
中

郵
便
章
者
手
し
と
裂
し
て
お
こ
議
出
は
二
月
二
十
白
か
ら
完
豊
か
な
m
M
障
あ
る
著
し
づ
〈
り
の

う

。

十

九

日

ま

で

の

六

か

月

間

。

当

選

し

た

治
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@
一
一
一
}
内
組
ニ

〔)六

δ
ヘ。

一
一
千
一
一
一
!
?
七
万
円
が
前
夜
れ
て
い
る
@

南
部
ブ
ロ
y
ク
合
同
国
館

(
祭
器
、
松
原
、
第
見
、

花
京
、
富
士
見
)
で
は
、
軽
ス
ボ
i

y秒
湿
し
て
億
康
増
進
を
は
か
る
包

め
で
、
婦
人
学
粧
を
関
説
す
る
。

マ
閣
制
間
・

2
月刊印有口
5
3月
刊
品
目

(
七
回
)
午
前
Q
d
時
半
1
詑
時
事
担
C

V
会
場
・
凶
討
議
公
民
鋭
、
同
月
日
山
台
尽

背
館
V
内
容
@
話
γυ

合
い
「
婦
人
と
健

議
開
制
成
人
綴
緩

盛
田
公
民
館
容
は
、
欝

井
…
道
や
融
商
な
ど
員
会

問
問
。
魚
践
す
る
。
あ
な
た
も
昏
加
じ

て
み
て
は
3

軍
コ
ー
ス
領
地
F語
教
室
温
給
制
四
致
容
~

・
強
制
開
教
盗
事
七
宝
蕊
棋
湿
布
冊
蹴
史

詩
的
隊
司
朗
幹
梓
講
座

す
定
員
・
各
コ
ー
ス
!
?
冗
人

マ
期
間
a

一
月
か
ら
三
月
ま
で

そ
ζ
な
ち
橡
な
掴
羽
詰
古
見
受
け
る
。

特
に
選
単
時
な
ど
は
同
国
に
あ
ま
る
も

の
が
あ
え
も
っ
と
少
な
ξ
す
る
よ

う
広
で
き
な
い
も
白
か
と
原
う
。

そ
じ
で
も
市
内

γ占
暗
部
ず
る
湯
合

は
、
療
や
市
交
検
問
診
す
る
な
E
規

制
制
す
る
た
耐
の
条
例
化
を
要
望
す
る

〈
獲
の
前
務
韓
議
勧
〉

む
指
摘
の
あ
D
ま
し

A
X
ず
U
で
じ
れ
っ
た
い
と
か
、
ま

た
足
手
ぎ
と
い
に
な
る
か
ら
と
い

弱
虫
で
少
し
の

ιrで
泣
く
A
う
の
で
、
親
が
し
て
や
っ
た
り
す

君
i

や
た
ら
に
心
配
ー
は
明
朗
古
る
と
、
自
分
で
や
灼
た
い
と
い
フ

が
な
く
、
仕
事
字
レ
て
い
て
も
長
興
院
や
白
宇
校
伊
長
代
か
え
っ

総
さ
し
な
い
、
学
街
和
溺
に
長
自
で
お
と
な
に
や
っ
て
も
ら
っ
ほ
う

ま
り
や
Y

加
γdな
い
B
2
7
0
小
さ
い
が
嶺
訓
だ
と
考
え
て
、
そ
れ
を
府
町

時
か
ら
身
捧
が
あ
ま
り
克
夫
百
な
む
よ
フ
仁
な
huま
ず
。
そ
れ
が
位

/
¥
家
に
帰
っ
て
一
開
単
裁
の
友
人
相
怒
り
強
い
子
毒
て
と
号
令
原

と
遊
は
な
い
で
、
自
刃
よ
h
Hふ
さ
阪
の
一
つ
に
も
な
る
わ
け
で
す
。

い
子
シ
徐
に
波
ん
で
い
コ
二
ご
三
参
ま
た
、
な
に
か
ら
な

あ
C
男

。

昨

t
j
一
、
ー
口
し
に
ま
で
い
ち
い
ち
平
主

依
原
山
仙
の
強
い
y
T
主

誠

U
L手
〆
臨
も
む
日
生
活
に
干
渉
す

間

分

か

ら

署

長

詩

戸

隠

そ

「

早

〈

苦

苦

し
き
と
設
み
な
い
で
に
と
三
ま
い
話
題
を
や
立
主

ち
ょ
っ
と
し
た
に
さ
警

Anレた
か
」
と
か
言
い
続
け

も
悶
離
な
問
題
に
匡
回
一
一
一
品
ニ
ヨ
ま
す
と

J
Tど
い
も
自
身

す
る
と
、
す
空
母
親
や
先
住
、
友
の
庄
一
活
ケ
づ
ぶ
し
て
も
吻
ぷ
や
フ
こ
と

滋
な
と
に
助
け
を
段
重
苦
。
に
に
な
担
、
よ
く
な
い
こ
と
で
す
。

の
よ
フ
な
平
E
も
は
、
殺
の
し
つ
ま
た
病
変
や
、
過
保
護
な
ど
、
関

け
方
に
よ
る
こ
と
が
緩
め
て
長
い
部
み
す
ぎ
る
に
と
も
孟
く
あ
D
ーま

と
き
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
赤
ん
坊
設
い

正
し
く
宵
て
ら
れ
て
い
く
と
内
次
し
て
、
親
が
日
弁
に
し
ぼ
り
つ
日

興
に
自
分
の
身
の
ま
わ
り
の
ζ
と
て
お
に
ラ
占
い
う
討
議
ち
で
は
な

は
、
自
分
て
し
た
い
と
い
ド
つ
興
味

ι朝
来
白
た
め
に
長
い
民
で
ぶ
て

か
持
ち
ま
す
。
問
問
え
ば
、
着
物
を
や
D
、
}
人
前
の
独
立
人
と
し
て

器
た
が
白
、
食
事
を
し
た
が
台
、
の
芽
を
脊
て
て
い
〈
と
と
が
ぷ
勢

あ
る
い
は
母
親
の
仕
事
の
苧
伝
い
な
巴
で
す
。

を
し
た
が
っ
た

pν
本
す
。
そ
の
子
ど
も
の
住
流
出
を
干
渉
し
な
い

よ
フ
な
時
に
ー
か
ば
っ
た
位
、
か
で
、
の
び
の
び
と
、
行
約
的
な
生

わ
い
宇
品
~
と
い
う
こ
と
ヌ
赤
沼
を
会
主
寄
る
ζ

k
炉
、
大
切

ん
坊
扱
い
し
て
や
っ
た
hu、
守
ず
な
白
で
す
。

人口総数

j!主手管タ

市或居老菌

前月比世帯増

_. 人口I富

市街地72，606人
大野 44，560人 (11，234 '" 
豊田 3，653入( 897?' 
神留 16，477人く 4，261'" 
域安をふ164人(1，013 ，シ
問時 4，345人(1，078 '" 
金自ら453人く1.508 fr 
担1 16，080人 (4，367'"
ごと沢も815人(1，069 ，砂
金 e 9，686人(3，400 ". 

ζ48，12，奇想コ

題罷巡問自草嬰 1 ;':117日ぴ0)24日 Ci()古河電工
臼 f会〉不二家/2，)6日α。パイロット機
I/7日(;*)長時穏〈午前)三共 f午後)/
由民〈土〉平塚叡前/138(7)り三共俗学

'一一-<)-一一一<)一一一一
<)0ど絡めあむがとうございましたやく〉

患者百ペイント259京、東忍平家主務所37本可 r幡
地官、自治会42京、問之信地区自治会31本、江苅高
校総本。

百時半~

ター
催し。矯人の主張、講演

さ主経
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